東北地域におけるクサヨシ遺伝資源の探索・収集 by 上山 泰史 & 久保田 明人
   - 25 -
〔植探報　Vol. 25 : 25 ～ 28，2009〕
東北地域におけるクサヨシ遺伝資源の探索・収集
　上山 泰史・ 久保田 明人
　農業・食品産業技術総合研究機構  東北農業研究センター　飼料作物育種研究東北サブ
チーム
Exploration and Collection of Kusayoshi
(Phalaris arundinacea L.) in Tohoku Region
 Yasufumi UEYAMA and Akito KUBOTA
Forage Crop Breeding Research Subteam (Tohoku Region)， National Agricultural 
Research Center for Tohoku Region， National Agriculture and Food Research 
Organization, Shimo-Kuriyagawa, Morioka, Iwate 020-0198, Japan
Summary
Exploration and collection of Kusayoshi were conducted four times in Tohoku region. The 
plant is a hygrophyte and distributed indigenously at swamps in all over Japan. On the other 
hand, Reed canarygrass is a same species as Kusayoshi and has been introduced into Japan as 
a forage crop from North American or European countries. We explored the area a part from 
a flourishing zone of animal industries and tried to collect Japanese native Kusayoshi plants. A 


























岩手県（8 月 22 日）と福島県（9 月 11 日）でも収集した．
３．収集の経過と結果
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　翌 8 月 1 日は，福島潟周辺，信濃川を臼井橋まで遡り，さらに国道 460 号線から新津市，五
泉市方面で数カ所探索したが発見できず，阿賀野川馬下橋に至った．ここで，阿賀野川河川敷を
広範囲に探索した結果，クサヨシ群落を発見し，採種した．第１回の探索では 3 日間で 7 点収
集した．










の探索では，2 日間で計 4 点収集した．






　次年度以降， 増殖の上， 特性調査を行う．収集したサンプルは，播種・育苗中で，3 月 23 日
現在で，収集番号 8 について 1 個体，その他のサンプルについては 4 ～ 30 個体の苗を得ている．
５．所感
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Table 1. A list of Kusayoshi(Phalaris arundinacea L.) populations collected in Tohoku Region
      　　東北地域で収集した自生クサヨシ集団のリスト
 番号 収集日               収集地　                 備　考
  1 7/31 山形県鶴岡市櫛引町 赤川河川敷内
  2 7/31 山形県鶴岡市水沢 大山川堤  1 個体のみ
  3 7/31 山形県温海町 温海川近くの土手
  4 7/31 新潟県村上市中津原 勝木川沿いの耕作放棄地
  5  7/31 新潟県村上市宮ノ下 三面川水明橋下の河川敷
  6 7/31 新潟県胎内市羽黒 用水路中
  7   8/1 新潟県五泉市馬下 阿賀野川河川敷
  8   9/4 青森県青森市八幡林 野内川の堤　1 個体のみ
  9   9/5 青森県つがる市富萢町 山田川横の整備された水路堤防
10   9/5 青森県弘前市大字独狐 後長根川河川敷
11   9/5 青森県弘前市大字藤代 岩木川藤木橋南側河川敷
12 8/22 岩手県盛岡市玉山区藪川逆川 国道 455 号線　荒地
13 8/22 岩手県盛岡市玉山区薮川 大石川近くの草地の端
14 9/11 福島県浪江町大字高瀬 高瀬川橋下の河川敷
15 9/11 福島県浪江町大字高瀬 国道 6 号の路端
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